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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　風を発生させるファンと、
　前記ファンの手前側において左右に分割され、前記ファンが発生させた風を上下に吹き
分ける一対の上下風向板と、
　前記ファンの回転数を変化させながら前記一対の上下風向板を別々に駆動し、前記上下
風向板の一方が一定角度で上方を向いた際に前記上下風向板の他方が同角度で下方を向く
ようにする制御部と、
を備えた送風機。
【請求項２】
　前記制御部は、不規則な正弦波を合成した波に応じた周波数で前記ファンを回転させる
請求項１に記載の送風機。
【請求項３】
　前記制御部は、平均周波数１Ｈｚ以下の波の中に高周波を含む波に応じた周波数で前記
ファンを回転させる請求項２に記載の送風機。
【請求項４】
　前記制御部は、前記一対の上下風向板が上下方向の角度を変えるタイミングをランダム
に設定する請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の送風機。
【請求項５】
　人体の体感温度を検知する体感温度センサー、
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を備え、
　前記制御部は、前記体感温度センサーにより検知された体感温度に基づいて前記ファン
の回転数を上下させる請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の送風機。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の送風機を備えた空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、送風機及びこれを用いた空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　風向変更板の振り範囲を変化させる空気調和機が提案されている。当該空気調和機によ
れば、風をゆらがせることができる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】日本特開平１０－１１０９９７号公報
【特許文献２】日本特開２００１－１０８２８０号公報
【特許文献３】日本特開平６－２６５１６８号公報
【特許文献４】日本特開平９－１０１８０７号公報
【特許文献５】日本特開平６－３３１２０４号公報
【特許文献６】日本特開平７－１２００４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載のものは、風速の変化を付けにくい。このため、自然界
を模擬した気流が発生しにくい。
【０００５】
　この発明は、上述の課題を解決するためになされた。この発明の目的は、自然界を模擬
した気流を発生させることができる送風機及びこれを用いた空気調和機を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る送風機は、風を発生させるファンと、前記ファンの手前側において左右
に分割され、前記ファンが発生させた風を上下に吹き分ける一対の上下風向板と、前記フ
ァンの回転数を変化させながら前記一対の上下風向板を別々に駆動し、前記上下風向板の
一方が一定角度で上方を向いた際に前記上下風向板の他方が同角度で下方を向くようにす
る制御部と、を備えた。

【０００７】
　この発明に係る空気調和機は、上記送風機を備えた。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、自然界を模擬した気流を発生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の実施の形態１における空気調和機が設けられた部屋内の側面図である
。
【図２】この発明の実施の形態１における空気調和機が設けられた部屋内の平面図である
。
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【図３】この発明の実施の形態１における空気調和機の正面斜視図である。
【図４】この発明の実施の形態１における空気調和機の風向板が稼働した状態の正面斜視
図である。
【図５】この発明の実施の形態１における空気調和機の内部の縦断面図である。
【図６】この発明の実施の形態１における空気調和機の左側の縦断面図である。
【図７】この発明の実施の形態１における空気調和機の右側の縦断面図である。
【図８】この発明の実施の形態１における空気調和機の縦断面図である。
【図９】この発明の実施の形態１における空気調和機のファンモータの回転数の時間変化
を説明するための図である。
【図１０】この発明の実施の形態１における空気調和機の吹き出し風の速度の時間変化を
説明するための図である。
【図１１】この発明の実施の形態１における空気調和機の動作を説明するためのフローチ
ャートである。
【図１２】この発明の実施の形態２における空気調和機の正面斜視図である。
【図１３】この発明の実施の形態２における空気調和機の左側の縦断面図である。
【図１４】この発明の実施の形態２における空気調和機の右側の縦断面図である。
【図１５】この発明の実施の形態２における空気調和機の左側の要部拡大図である。
【図１６】この発明の実施の形態２における空気調和機の右側の要部拡大図である。
【図１７】この発明の実施の形態３における空気調和機の左側の要部拡大図である。
【図１８】この発明の実施の形態３における空気調和機の右側の要部拡大図である。
【図１９】この発明の実施の形態４における空気調和機が設けられた部屋内の平面図であ
る。
【図２０】この発明の実施の形態４における空気調和機が設けられた部屋内の平面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　この発明を実施するための形態について添付の図面に従って説明する。なお、各図中、
同一又は相当する部分には、同一の符号が付される。当該部分の重複説明は適宜に簡略化
ないし省略される。
【００１１】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１における空気調和機が設けられた部屋内の側面図である
。図２はこの発明の実施の形態１における空気調和機が設けられた部屋内の平面図である
。
【００１２】
　図１に示すように、家庭のリビング、オフィス、店舗等の部屋の壁には、空気調和機の
室内機の本体１が設けられる。本体１は、横長のほぼ直方体状に形成される。本体１の上
面には、空気吸込口１ａが設けられる。本体１の前面下部には、空気吹出口１ｂが設けら
れる。
【００１３】
　図１に示すように、ある時点において、人体の頭部には、風が当たる。当該風は、空気
吹出口１ｂの左側から吹き出される。人体の足元にも、風が当たる。当該風は、空気吹出
口１ｂの右側から吹き出される。この際、図２に示すように、人体の左側には、風が当た
る。当該風は、空気吹出口１ｂの左側から吹き出される。人体の右側にも、風が当たる。
当該風は、空気吹出口１ｂの右側から吹き出される。
【００１４】
　次に、図３と図４とを用いて、本体１の詳細を説明する。
　図３はこの発明の実施の形態１における空気調和機の正面斜視図である。図４はこの発
明の実施の形態１における空気調和機の風向板が稼働した状態の正面斜視図である。図５
はこの発明の実施の形態１における空気調和機の内部の縦断面図である。
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【００１５】
　図３と図４とに示すように、本体１の前面の上部は、前面パネル２に覆われる。前面パ
ネル２の下方には、上側風向板として、上下風向板３ａ、３ｂが設けられる。上下風向板
３ａ、３ｂは、空気調和機の正面に向かって長手方向（空気吹出口１ｂの左右方向）のほ
ぼ中央部において僅かな隙間を隔てて左右に分割される。上下風向板３ａ、３ｂは、断面
が円弧状となるように形成される。
【００１６】
　上下風向板３ａ、３ｂの互いの対向部には、支持腕（図示せず）が設けられる。支持腕
には、ピン（図示せず）を介して支柱（図示せず）が回転自在に取り付けられる。上下風
向板３ａ、３ｂの互いの対向部と反対側には、支持軸（図示せず）が設けられる。支持軸
は、空気吹出口１ｂの側壁の軸受（図示せず）に着脱自在に支持される。各支持軸は、モ
ータの駆動により独立して回転し得るように設けられる。
【００１７】
　上下風向板３ａ、３ｂの下方には、下側風向板として、上下風向板４ａ、４ｂが設けら
れる。上下風向板４ａ、４ｂは、上下風向板３ａ、３ｂよりも空気調和機の奥側に設けら
れる。上下風向板４ａ、４ｂは、空気調和機の正面に向かって長手方向（空気吹出口１ｂ
の左右方向）のほぼ中央部において僅かな隙間を隔てて左右に分割される。上下風向板４
ａ、４ｂは、断面が円弧状となるように形成される。
【００１８】
　上下風向板４ａ、４ｂの互いの対向部には、支持腕（図示せず）が設けられる。支持腕
には、ピン（図示せず）を介して支柱（図示せず）が回転自在に取り付けられる。上下風
向板４ａ、４ｂの互いの対向部と反対側には、支持軸（図示せず）が設けられる。支持軸
は、空気吹出口１ｂの側壁の軸受（図示せず）に着脱自在に支持される。各支持軸は、モ
ータの駆動により独立して回転し得るように設けられる。
【００１９】
　上下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの奥側には、左右風向板５が設けられる。左右風向
板５は、空気調和機の正面に向かって長手方向（空気吹出口１ｂの左右方向）に渡って配
置される。
【００２０】
　前面パネル２の下部の中央には、人検知センサー６が設けられる。人検知センサー６は
、本体１の左側端部に設けられる場合もある。人検知センサー６は、縦方向に並べた複数
のサーモパイルを横方向に動かしてスキャニングする機能を備える。
【００２１】
　人検知センサー６は、スキャニングにより、複数の熱画像を取得することで、背景との
温度差から人体の存在有無、肌の露出部と非露出部とを判別する機能を備える。人検知セ
ンサー６は、体感温度を検知する体感温度センサーとしても機能する。この場合、肌が露
出されている人体ほど検出しやすい。また、画素数が多いほど検出精度が高い。この場合
、人検知センサー６は、人体の位置と本体１からの距離とを明確に把握する。例えば、７
００画素もあれば、人検知センサー６は、部屋内の人体の位置を把握する。
【００２２】
　なお、サーモパイル以外のものでも人体の位置を見分けることができる。例えば、カメ
ラ等の画素数の高いもので人体の位置を見分けてもよい。また、検出精度は下がるが、フ
レネルレンズを用いた焦電センサーで人体の存在する領域又は人体の位置（横方向、奥行
き方向）を見分けてもよい。
【００２３】
　図５に示すように、空気吸込口１ａの下方には、プレフィルター７が設けられる。プレ
フィルター７の下方には、ファン８が設けられる。ファン８は、ファンモータ（図示せず
）に回転駆動され得るように設けられる。プレフィルター７とファン８との間には、熱交
換器９が設けられる。熱交換器９の下部には、ドレンパン１０が設けられる。
【００２４】
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　本体１内には、制御部１１が設けられる。制御部１１には、人検知センサー６、ファン
モータ、熱交換器９等が接続される。制御部１１には、時系列テーブルが記憶される。
【００２５】
　空気調和機において、制御部１１は、時系列データに基づいてファンモータに指令電圧
を与える。当該指令電圧に基づいて、ファンモータが所望の回転数に連続的に変化しなが
ら回転する。その結果、ファン８も所望の回転数に連続的に変化しながら回転する。当該
回転により、部屋内の空気が空気吸込口１ａから吸い込まれる。当該空気は、プレフィル
ター７、熱交換器９、ファン８、風路、空気吹出口１ｂの順に通過して、風となる。当該
風は、部屋内に吹き出される。
【００２６】
　この際、制御部１１は、人検知センサー６の検知結果に基づいて左右風向板５を人体正
面に向かせる。その結果、空気吹出口１ｂからの風が人体正面に向く。当該動作は、ユー
ザーによりリモコンで指定される場合もある。
【００２７】
　次に、図６と図７とを用いて、上下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの動作の一例を説明
する。
　図６はこの発明の実施の形態１における空気調和機の左側の縦断面図である。図７はこ
の発明の実施の形態１における空気調和機の右側の縦断面図である。
【００２８】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが図６のように一定角度で上
方を向いている際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが図７のように同角度で下方を向くよう
にする。この場合、上下風向板３ａ、４ａは、床面とほぼ水平の方向に向く。上下風向板
３ａ、４ａは、人体の顔に向く場合もある。これに対し、上下風向板３ｂ、４ｂは、人体
の足元付近に向く。その結果、空気吹出口１ｂからの気流が人体の全身に当たる。
【００２９】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが一定角度で下方を向いてい
る際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが同角度で上方を向くようにする。この場合、上下風
向板３ａ、４ａは、人体の足元付近に向く。上下風向板３ｂ、４ｂは、床面とほぼ水平の
方向に向く。上下風向板３ｂ、４ｂは、人体の顔に向く場合もある。その結果、空気吹出
口１ｂからの気流が人体の全身に当たる。
【００３０】
　次に、図８を用いて、上下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの動作の他の例を説明する。
　図８はこの発明の実施の形態１における空気調和機の縦断面図である。
【００３１】
　ある時点で、制御部１１は、上下風向板３ａ、３ｂが下方を向いている際に上下風向板
４ａ、４ｂが上方を向くようにする。この場合、上下風向板３ａ、３ｂと上下風向板４ａ
、４ｂとの隙間が狭くなる。その結果、急速な気流が空気吹出口１ｂから時折発生する。
当該気流は、人体の一部に当たる。
【００３２】
　次に、図９を用いて、ファンモータの回転数を説明する。
　図９はこの発明の実施の形態１における空気調和機のファンモータの回転数の時間変化
を説明するための図である。図９の横軸は時間（秒）である。図９の縦軸は回転数（ｒｐ
ｍ）である。
【００３３】
　図９に示すように、ファンモータは、不規則な正弦波を合成した波に応じた周波数で回
転する。当該回転数の波形は、平均周波数１Ｈｚ以下の中に、高周波を含む波形に対応す
る。高周波は、１分間に１０から２０回程度の振動を繰り返すものである。
【００３４】
　次に、図１０を用いて、本体１から２．５ｍだけ離れた位置での吹き出し風の速度を説
明する。
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　図１０はこの発明の実施の形態１における空気調和機の吹き出し風の速度の時間変化を
説明するための図である。図１０の横軸は時間（秒）である。図１０の縦軸は風速（ｍ／
ｓ）である。
【００３５】
　図１０に示すように、風速の変化は、図９のファンモータの回転数の変化に追従する。
その結果、当該風速の変化は、自然界の風速の変化に似たものとなる。
【００３６】
　次に、図１１を用いて、空気調和機の動作を説明する。
　図１１はこの発明の実施の形態１における空気調和機の動作を説明するためのフローチ
ャートである。
【００３７】
　使用者が空気調和機の稼働を開始すると、ステップＳ１に進む。ステップＳ１では、人
検知センサー６が部屋内の人体を自動で検知する。その後、ステップＳ２では、制御部１
１は、ステップＳ１の検知結果に基づいて左右風向板５を稼働させる。具体的には、制御
部１１は、気流が人に向くように左右風向板５の位置を調整する。
【００３８】
　その後、ステップＳ３では、人検知センサー６は、部屋内の人体の部位を検知する。具
体的には、人検知センサー６は、直前の背景画像と人体の存在する熱画像データとの差分
を求める。この際、人検知センサー６は、閾値Ａを超える熱画像データの差分領域を人体
の頭部付近（肌露出部）と判定する。人検知センサー６は、閾値Ａにて求めた領域に隣接
して閾値Ｂ（＜閾値Ａ）を超えた熱画像差分領域を人体足元付近（非露出部）と判定する
。この際、人検知センサー６は、閾値Ａにて求めた領域に隣接せずに閾値Ｂを超えた熱画
像差分領域を人体と判定しない。
【００３９】
　その後、ステップＳ４では、制御部１１は、ステップＳ３の検知結果に基づいて上下風
向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂを稼働させる。具体的には、制御部１１は、上下風向板３ａ
、３ｂ、４ａ、４ｂの位置を図６～図８のようにランダムに調整する。制御部１１は、上
下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの位置を一定のリズムで連続的に調整する場合もある。
【００４０】
　その後、ステップＳ５では、人検知センサー６は、人体の体感温度を検知する。その後
、ステップＳ６では、制御部１１は、ステップＳ５の検知結果に基づいてファンモータの
回転数を図９のように変化させる。この際、ステップＳ７に示すように、制御部１１は、
図９の波形を維持したまま、ファンモータの回転数を上下させる。すなわち、人体の体感
温度が低い場合、制御部１１は、ファンモータの回転数の値を相対的に小さくする。これ
に対し、人体の体感温度が高い場合、制御部１１は、ファンモータの回転数の値を相対的
に大きくする。
【００４１】
　以上で説明した実施の形態１によれば、ファンの回転数が変化している際に、上下風向
板３ａ、４ａと上下風向板３ｂ、４ｂとが別々に駆動する。このため、自然界を模擬した
気流を発生させることができる。
【００４２】
　また、ファン８は、不規則な正弦波を合成した波に応じた周波数で回転する。具体的に
は、ファン８は、平均周波数１Ｈｚ以下の波の中に高周波を含む波に応じた周波数で回転
する。このため、自然界により近い気流を発生させることができる。
【００４３】
　また、左側の上下風向板３ａ、４ａが一定角度で上方を向いている際、右側の上下風向
板３ｂ、４ｂは同角度で下方を向く。左側の上下風向板３ａ、４ａが一定角度で下方を向
いている際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂは同角度で上方を向く。このため、全身で感じ
る気流を発生させることができる。
【００４４】
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　また、左側の上下風向板３ａ、４ａ、右側の上下風向板３ｂ、４ｂにおいて、上下方向
の角度を変えるタイミングはランダムに設定される。この場合、全身に感じる気流と時折
大きくなる気流とがランダムに発生する。このため、ユーザーが強い風を浴び続けること
はない。その結果、ユーザーが嫌悪感を抱くこともない。また、乾燥が促進されることも
ない。
【００４５】
　この際、上下風向板３ａ、３ｂと上下風向板４ａ、４ｂとの向きにより、大きい気流が
時折発生する。この場合、ファンモータの回転数を急激に上げなくてもよい。このため、
ファンモータ、ファン８の回転音が大きくなることもない。すなわち、ユーザーに不快感
を与えることもない。
【００４６】
　また、人検知センサー６は、人体を検知する。このため、より確実に気流を人体に向け
ることができる。
【００４７】
　また、左右風向板５は、人検知センサー６の検知結果に基づいて向きを変える。このた
め、水平方向においてより確実に気流を人体に向けることができる。
【００４８】
　また、左側の上下風向板３ａ、４ａが人体の頭部を向いている際、右側の上下風向板３
ｂ、４ｂは人体の足元を向く。左側の上下風向板３ａ、４ａが人体の足元を向いている際
、右側の上下風向板３ｂ、４ｂは人体の頭部を向く。このため、全身で感じる気流を効率
よく発生させることができる。
【００４９】
　また、ファン８は、人検知センサー６に検知された体感温度に基づいて回転数を上下さ
せる。このため、ユーザーに不快感を与えることを防止できる。すなわち、ユーザーに快
適性、爽快感を与えることができる。この場合、送風運転のみで冷感を得ることができる
。すなわち、冷房運転を実施せずに送風機として用いても、冷感を得ることができる。こ
のため、消費エネルギーを抑制することができる。
【００５０】
　なお、左側の上下風向板３ａ、４ａ、右側の上下風向板３ｂ、４ｂの上下の振り幅は、
ユーザーによりリモコンで指定してもよい。この場合、人体へ自然の風をより効率良く発
生させることができる。
【００５１】
実施の形態２．
　図１２はこの発明の実施の形態２における空気調和機の正面斜視図である。図１３はこ
の発明の実施の形態２における空気調和機の左側の縦断面図である。図１４はこの発明の
実施の形態２における空気調和機の右側の縦断面図である。なお、実施の形態１と同一又
は相当部分には同一符号を付して説明を省略する。
【００５２】
　図１３は図１２の空気調和機をＩ面で切断した際の断面図である。図１３に示すように
、上下風向板４ａは、本体１内の風路の奥側を形成した曲面のほぼ延長線上に設けられる
。上下風向板４ａの内部は断熱される。
【００５３】
　図１４は図１２の空気調和機をII面で切断した際の断面図である。図１４に示すように
、上下風向板４ｂは、本体１内の風路の奥側を形成した曲面のほぼ延長線上に設けられる
。上下風向板４ｂの内部は断熱される。
【００５４】
　次に、図１５と図１６とを用いて、上下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの動作の一例を
説明する。
　図１５はこの発明の実施の形態２における空気調和機の左側の要部拡大図である。図１
６はこの発明の実施の形態２における空気調和機の右側の要部拡大図である。
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【００５５】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが図１５のように一定角度で
上方を向いている際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが図１６のように下方を向くようにす
る。この場合、上下風向板３ａ、４ａ、３ｂ、４ｂは、水平面に対してそれぞれ異なる角
度で配置される。
【００５６】
　図１５に示すように、空気調和機の左側において、吹きだし風１２は、上下風向板３ａ
、４ａに沿って形成される。この際、吹きだし風１２は、風路の上流側から下流側に向け
て徐々に拡大する。
【００５７】
　図１６に示すように、空気調和機の右側において、吹きだし風１２は、上下風向板３ｂ
、４ｂに沿って形成される。この際、吹きだし風１２は、風路の上流側から下流側に向け
て徐々に拡大する。
【００５８】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが一定角度で下方を向いてい
る際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが上方を向くようにする。この場合、上下風向板３ａ
、４ａ、３ｂ、４ｂは、床面に対してそれぞれ異なる角度で配置される。
【００５９】
　空気調和機の左側において、吹きだし風１２は、上下風向板３ａ、４ａに沿って形成さ
れる。この際、吹きだし風１２は、風路の上流側から下流側に向けて徐々に拡大する。
【００６０】
　空気調和機の右側において、吹きだし風１２は、上下風向板３ｂ、４ｂに沿って形成さ
れる。この際、吹きだし風１２は、風路の上流側から下流側に向けて徐々に拡大する。
【００６１】
　この際、実施の形態１と同様に、ファン８の回転数を変化させてもよい。
【００６２】
　以上で説明した実施の形態２によれば、上下風向板３ａ、３ｂ、４ａ、４ｂの向きは、
一定角度に設定される。このため、縦方向に幅をもった吹きだし風１２を生成することが
できる。
【００６３】
　また、上下風向板３ａ、４ａ、３ｂ、４ｂは、水平面に対してそれぞれ異なる角度で配
置される。このため、左右の吹きだし風１２は、互いを誘引し合う。この際、左右の吹き
だし風１２は、周囲の空気を巻き込みながら縦長の気流となる。当該気流は、全身で感じ
ることができる。このため、ユーザーに自然な風を効率よく与えることができる。その結
果、ユーザーに快適性、爽快感を与えることができる。
【００６４】
　なお、左側の上下風向板３ａ、４ａの角度と右側の上下風向板３ｂ、４ｂの角度とを定
期的もしくは不定期に入れ替えてもよい。この場合も、ユーザーに自然な風を効率よく与
えることができる。その結果、ユーザーに快適性、爽快感を与えることができる。
【００６５】
実施の形態３．
　図１７はこの発明の実施の形態３における空気調和機の左側の要部拡大図である。図１
８はこの発明の実施の形態３における空気調和機の右側の要部拡大図である。なお、実施
の形態１、２と同一又は相当部分には同一符号を付して説明を省略する。
【００６６】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが図１７のように一定角度で
上方を向いている際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが図１８のように下方を向くようにす
る。この場合、上下風向板３ａ、４ａ、３ｂ、４ｂは、水平面に対してそれぞれ異なる角
度で配置される。
【００６７】
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　例えば、上下風向板３ａは、水平面に対して角度Ａだけ下方に配置される。上下風向板
４ａは、水平面に対して角度Ｂだけ下方に配置される。上下風向板３ｂは、水平面に対し
て角度Ｃだけ下方に配置される。上下風向板４ｂは、水平面に対して角度Ｄだけ下方に配
置される。
【００６８】
　各角度は、角度Ａ、角度Ｃ、角度Ｂ、角度Ｄの順で大きくなるように設定される。各角
度は、角度Ａと角度Ｃの差よりも角度Ｂと角度Ｄの差の方が大きくなるように設定される
。例えば、角度Ａと角度Ｃの差は約５度が好ましい。例えば、角度Ｂと角度Ｄの差は約１
５度が好ましい。
【００６９】
　ある時点で、制御部１１は、左側の上下風向板３ａ、４ａが一定角度で下方を向いてい
る際に右側の上下風向板３ｂ、４ｂが上方を向くようにする。この場合、上下風向板３ａ
、４ａ、３ｂ、４ｂは、床面に対してそれぞれ異なる角度で配置される。
【００７０】
　例えば、上下風向板３ａは、水平面に対して角度Ａだけ下方に配置される。上下風向板
４ａは、水平面に対して角度Ｂだけ下方に配置される。上下風向板３ｂは、水平面に対し
て角度Ｃだけ下方に配置される。上下風向板４ｂは、水平面に対して角度Ｄだけ下方に配
置される。
【００７１】
　各角度は、角度Ａ、角度Ｃ、角度Ｂ、角度Ｄの順で大きくなるように設定される。各角
度は、角度Ａと角度Ｃの差よりも角度Ｂと角度Ｄの差の方が大きくなるように設定される
。例えば、角度Ａと角度Ｃの差は約５度が好ましい。例えば、角度Ｂと角度Ｄの差は約１
５度が好ましい。
【００７２】
　この際、実施の形態１及び２と同様に、ファン８の回転数を変化させてもよい。
【００７３】
　以上で説明した実施の形態３によれば、例えば、各角度は、角度Ａ、角度Ｃ、角度Ｂ、
角度Ｄの順で大きくなるように設定される。例えば、角度Ｃ、角度Ａ、角度Ｄ、角度Ｂの
順で大きくなるように設定される。この際、各角度は、角度Ａと角度Ｃの差よりも角度Ｂ
と角度Ｄの差の方が大きくなるように設定される。これらの場合、より縦方向に幅をもっ
た気流を生成することができる。その結果、ユーザーに自然な風を効率よく確実に与える
ことができる。その結果、ユーザーに快適性、爽快感をより確実に与えることができる。
【００７４】
　なお、左側の上下風向板３ａ、４ａの角度と右側の上下風向板３ｂ、４ｂの角度とを定
期的もしくは不定期に入れ替わってもよい。この場合も、ユーザーに自然な風を効率よく
確実に与えることができる。その結果、ユーザーに快適性、爽快感をより確実に与えるこ
とができる。
【００７５】
実施の形態４．
　図１９と図２０とはこの発明の実施の形態４における空気調和機が設けられた部屋内の
平面図である。なお、実施の形態１～３と同一又は相当部分には同一符号を付して説明を
省略する。
【００７６】
　図１９と図２０に示すように、本体１の前方の左側には、人物Ａが存在する。本体１の
前方の右側には、人物Ｂが存在する。この場合、人検知センサー６は、スキャニングによ
り、人物Ａと人物Ｂとが存在することを検知する。この際、制御部１１は、人物Ａと人物
Ｂとの間で左右風向板５の方向を左右に変化させる。
【００７７】
　例えば、図１９に示すように、左右風向板５が左側を向いた際、縦長の気流が人物Ａの
全身に当たる。この際、制御部１１は、上下風向板３ａ、３ｂの角度と４ａ、４ｂ角度と
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【００７８】
　例えば、図２０に示すように、左右風向板５が右側を向いた際、縦長の気流が人物Ｂの
全身に当たる。この際、制御部１１は、上下風向板３ａ、３ｂの角度と４ａ、４ｂ角度と
を入れ替える。
【００７９】
　以上で説明した実施の形態４によれば、制御部１１は、人物Ａと人物Ｂとの間で左右風
向板５の方向を左右に変化させる。このため、人物Ａと人物Ｂとに交互に気流を届けるこ
とができる。
【００８０】
　また、人物Ａ又は人物Ｂに気流が当たっている際に、上下風向板３ａ、３ｂの角度と上
下風向板４ａ、４ｂの角度とが入れ替わる。この際、上下風向板３ａ、３ｂの角度と上下
風向板４ａ、４ｂの角度とが揃うタイミングで風速が増大する。このため、風当たり感が
強くなる。その結果、気流による冷却効果を増すことができる。この場合、風が当たらな
い時間があることによる冷却不足を補うことができる。
【００８１】
　なお、３名以上の各人物に気流を届けるように左右風向板５を動作させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　以上のように、この発明に係る送風機及び空気調和機は、自然界を模擬した気流を発生
させるシステムに利用できる。
【符号の説明】
【００８３】
　１　本体、　１ａ　空気吸込口、　１ｂ　空気吹出口、　２　前面パネル、　３ａ、３
ｂ　上下風向板、　４ａ、４ｂ　上下風向板、　５　左右風向板、　６　人検知センサー
、　７　プレフィルター、　８　ファン、　９　熱交換器、　１０　ドレンパン、　１１
　制御部、　１２　吹きだし風
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              特開２０１０－００８００４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１３９３７９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｆ　１１／００－１１／０８
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